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三菱製紙について

概要（連結）

Â 売上高：２，５８５億円、従業員：４６００名

目指す姿

Â 「ハイグレード＆情報メディアの三菱製紙」

Â 印刷・情報用紙事業、デジタルイメージング事業、
開発事業がバランス良く成長する企業体

CSR経営の推進
Â 環境経営の強化

Â 植林事業の拡大

Â FSC森林認証紙の拡大と「FSCの森」への取り組み
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木材調達および製品の考え方

１．現地の法律や規則を遵守して生産されていることを確認
の上、木材を調達します

２．高い保全価値を持ち、その価値が脅かされている森林
からの木材を調達しません

３．伝統を守る権利または市民権が侵害されている森林か
らの木材を調達しません

４．遺伝子組み換えによる木材を調達しません

５．植林木、来歴や環境配慮が明確な二次林材、あるいは
再利用材を調達します

６．適切に管理された森林からの木材の調達を進めます

７．FSC森林認証製品の積極的な開発・販売を通して、森林
認証制度の普及を推進します

（２００５年６月１日）
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生物多様性条約と森林

生物多様性条約（ＣＢＤ）の目的

１．地球上の多様な生物をその生育環境とともに保全する

２．生物資源を持続可能であるように利用する

３．遺伝資源からの利益を公正かつ衡平に配分する

条約の2010年目標
「貧困緩和と地球上の全ての生物の便益のために、生物
多様性の現在の損失速度を顕著に減少させる」

Â 森林に関連する指標
È 持続可能な管理下にある森林、農業及び水産業生態系の面積

È 持続可能な供給源からもたらされる製品の割合
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三菱製紙における取り組み

FSC森林認証の取り組み

Â なぜFSC森林認証に取り組んだか

Â 生物多様性保全との関連

Â 認証材以外の木材調達での配慮

FSC森林認証の応用展開

Â 間伐を促進する仕組みづくり

Â 多様で豊かな森づくり
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FSC(Forest Stewardship Council）とは

１９９３年に誕生した会員制の非営利組織
Â 環境NGO、森林官、森林所有者、木材取引企業、先住
民団体、地域林業組合、林産物認証機関等が設立

Â 利害関係者のバランスがとれたオープンな運営体制
È 「経済・社会・環境」、「先進国と途上国」

本部はボン（ドイツ）、約８０カ国に会員
Â 日本では国内基準作成のワーキンググループが発足

Â 世界中の全ての森が対象

認証審査は、独立した第三者機関がおこなう
Â FSCは第三者機関（認証機関）を認定・指導する
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持続可能な森林経営

定義（１９９２年 国連環境開発会議 森林原則）

Â 将来の人々も森林を利用できるように
È 成長に見合った量を伐る

Â 環境に悪影響をおよぼさないように
È 生態系、生物多様性の保全

Â 育林、伐採、再植林等の森林経営を行う

達成の手段は
Â 直接的（法制度の整備）
È 森林計画制度、伐採規制等

Â 間接的（消費活動等を通じた支援）
È 森林認証制度（独立した第三者機関が、持続可能な森林経営の
基準に照らし合わせ、森林管理を評価・認証していく制度）
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森林経営の基準 （FSC森林認証）

合法性 原則 1：法律や条約、FSCの原則を守る・・・生物多様性条約

原則 2：土地の権利を明確にする

社会面 原則 3：森に暮らす人々の権利を尊重する・・生息する種の利用

原則 4：地域社会や労働者と良好な関係にある

経済面 原則 5：豊かな収穫があり、利用される森である・・適正な収穫

環境面 原則 6：多くの生物が住む豊かな森である・・希少種等の保護

管理方法 原則 7：調査データを基に森を計画的に管理する

原則 8：適切な森林管理を定期的にチェックする

留意事項 原則 9：貴重な自然林を守る・・・・保護価値の高い森林の保護

原則10：人工林が自然の森に影響を及ぼさない・・多様性保全




